
日 本 国 内 で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 中 の ケ ガ や 賠 償 責 任 を 補 償 ! !

社 会 福 祉 法 人 全 国 社 会 福 祉 協 議 会団 体 契 約 者

ボ ラ ン テ ィ ア 行 事 用 保 険 福 祉 サ ー ビ ス 総 合 補 償送 迎 サ ー ビ ス 補 償

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 保 険

取 扱 代 理 店 株 式 会 社 福 祉 保 険 サ ー ビ ス

（ 傷 害 保 険 、 国 内 旅 行 傷 害 保 険 特 約 付 傷 害 保 険 、 賠 償 責 任 保 険 ） （ 傷 害 保 険 ） （ 傷 害 保 険 、 賠 償 責 任 保 険 、 約 定 履 行 費 用 保 険 （ オ プ シ ョ ン ） ）

損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社  医 療 ・ 福 祉 開 発 部 第 二 課
Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ３ （ ３ ３ ４ ９ ） ５ １ ３ ７
受 付 時 間 ： 平 日 の 9: 0 0 ～ 1 7: 0 0（ 土 日 ・ 祝 日 、 年 末 年 始 を 除 き ま す 。 ）

〈 引 受 幹 事
保 険 会 社 〉

（ ふ く し の 保 険 ホ ー ム ペ ー ジ ）

商 品 パ  ン  フ  レ  ッ ト  は
コ チ ラ か ら

令 和 ６ 年 度

保 険 金 額 ・ 年 間 保 険 料 （ １ 名 あ た り ）保 険 金 額 ・ 年 間 保 険 料 （ １ 名 あ た り ）

ケ ガ の 補 償

年 間 保 険 料

賠 償 責 任の 補 償

死 亡 保 険 金

基 本 プ ラ ン 天 災 ・ 地 震 補 償 プ ラ ン

1, 0 4 0 万 円

1, 0 4 0 万 円 （ 限 度 額 ）

6, 5 0 0 円

6 5, 0 0 0 円

3 2, 5 0 0 円

5 億 円 （ 限 度 額 ）

後 遺 障 害 保 険 金

入 院 保 険 金 日 額

4, 0 0 0 円

補 償 開 始 日 か ら 補 償 （ ＊ ）

3 5 0 円 5 0 0 円

通 院 保 険 金 日 額

特 定 感 染 症

地  震 ・ 噴  火 ・ 津  波 に よ る 死  傷

賠 償 責 任 保 険 金
（  対  人 ・ 対  物  共  通  ）

入 院 中 の 手 術

外 来 の 手 術

手 術

保 険 金

保 険 金 の 種 類
プ ラ ン

〒 1 0 0 ‒ 0 0 1 3  東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 ３ 丁 目 ３ 番 ２ 号 新 霞 が 関 ビ ル １ ７ Ｆ

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ３ （  ３ ５ ８ １  ） ４ ６ ６ ７  　
受 付 時 間 ： 平 日 の  9: 3 0 ～ 1 7: 3 0 （ 土 日 ・ 祝 日 、 年 末 年 始 を 除 き ま す 。 ）

● こ の ご 案 内 は 概 要 を 説 明 し た も の で す 。 詳 細 は 、 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 保 険 パ ン フ レ ッ ト 」 に て ご 確 認 く だ さ い 。 ●

こ の 保 険 は 、 全 国 社 会 福 祉 協 議 会 が 損 害 保 険 会 社 と 一 括 し て 締 結 す る 団 体 契 約 で す 。

〈 S J 2 3 - 1 1 3 1 5  よ り 抜 粋 〉

＜ 重 要 ＞

＊ 特 定 感 染  症 に つ い て も 1 0  日 間 の 免 責 期 間 が な く な り 、 補  償 開 始 日 か ら 補  償 対  象 と な り ま す 。
　 な お 、 令 和 5  年 5  月 8  日 以 降 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 は 補 償 対 象 外 と な り ま し た 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 症 法 上 の 分 類 が  5  類 感 染 症 に 変 更 さ れ た こ と に 伴 い 、「 特 定 感 染 症 重 点 プ ラ ン 」 を 廃 止 し て 2  つ の プ ラ ン と し ま す 。

団 体 割 引  2 0 ％ 適 用 済 ／ 過 去 の 損 害 率 に よ る 割 増 適 用

な ぎ
社 協 マ ー ク

社 協 だ よ り 1 0 2
N o.

2 0 2 4 年 ４ 月 １ 日 発 行

　 認 知 症 予 防 は 、 集 ま り に 出 か け て 、 ふ れ

あ い や 会 話 を 楽 し む こ と が 大 切 で す 。

　 「 今 ど き の 認 知 症 予 防 で 、 幸 （ 高 ） 齢 社 会 を 楽 し も う 」 と

題 し て ゆ っ く り コ ー ヒ ー を 淹 れ て 香 り を 楽 し む 等 の 頭 を

使 い 手 間 を 楽 し む 認 知 症 予 防 法 を 学 び ま し た 。（ 第 １ 回 ）

　 奈 義 町 国 際 交 流 員 の ラ フ ァ エ ル さ ん と ジ ョ シ ュ ア

さ ん に 世 界 の 国 当 て ク イ ズ や 遊 び を 教 え て い た だ

き 、 脳 ト レ に 取 り 組 み ま し た 。 楽 し か っ た ！ （ 第 ２ 回 ）

オ  レ ン  ジ  カ フ ェ 山 桃

カ ム カ ム エ ブ リ バ デ ィ ♬
　

　 毎 月 第 １ 金 曜 日 1 4 時

か ら 、 カ フ ェ 山 桃 で 開 催

し て い る 認 知 症 カ フ ェ

は 、 認 知 症 の 正 し い 知 識

や 予 防 方 法 を 学 び ま す 。

３ 月 は お ひ な 祭 り を 楽

し み ま し た 。 ど な た で も

お い で く だ さ い 。

認 知 症 に や さ し い 町 づ く り 講 座



　 町 よ り 指 定 を 受 け 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 よ り ５ 年 間 や ま び こ 荘 の 指 定 管 理 に

よ る 管 理 運 営 を 行 い ま す 。 そ れ に 伴 い 、 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 事 業 の 運 営 、 健

幸 ク ラ ブ を 町 か ら 受 託 し 、 実 施 し て い き ま す 。 ま た 、 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 事

業 所 の 名 称 を 「 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 風 ま く ら 」 か ら 「 や ま び こ 荘 デ イ サ ー ビ

ス セ ン タ ー 」 へ 変 更 し ま す 。

　 今 後 も 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

電 話 番 号 の 変 更 は あ り ま せ ん 。

社 会 福 祉 法 人

　 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会

会

  

　 長

　 　
森

　 藤

　 文

　 典

就 任 あ い さ つ

や ま び こ 荘 　 ☎ 3 6- 4 1 5 5

令 和 ６ 年 度 よ り や ま び こ 荘 の 運 営 を 行 い ま す ！

理 事 ・ 評 議 員 に 異 動 が あ り ま し た の で ご 紹 介 し ま す 。（ 敬 称 略 ）

社 協 役 員 の 異 動 に つ い て社 協 役 員 の 異 動 に つ い て （ 理 事 ・ 監 事 ）

延 原 道 正 様 へ 表 彰 状 の 贈 呈延 原 道 正 様 へ 表 彰 状 の 贈 呈
　 延 原 道 正 様 は 平 成 2 7 年 1 1 月 3 0 日 、 民 間 か ら 初 の 奈 義 町 社 会 福

祉 協 議 会 の 会 長 に 就 任 し 、 令 和 ６ 年 １ 月 3 1 日 ま で の ８ 年 ２ 箇 月 の

長 き に わ た り 、 社 協 会 長 を 務 め ら れ ま し た 。 社 協 会 長 と し て 地 域 福

祉 を 推 進 す る 中 核 的 な 団 体 と し て 公 益 的 な 取 り 組 み を 積 極 的 に 進

め 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 「 と も に 生 き る 豊 か な 地 域 社 会 」 づ く

り に 寄 与 し て い た だ き ま し た 。 長 い 間 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

延 　 原 　 道 　 正 　

● 会 長 ・ 理 事

退 任 森 　 藤 　 文 　 典

● 会 長

新 任

　 こ の た び 、 令 和 ６ 年 １

月

3 1日 に 開 催 さ れ ま し た 、 理 事

会 に お い て 、 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 会 長 に ご 選 任 い た だき 、 改 め て そ の 責 務 の 重 大 さ を 痛 感 し 、 身 の 引 き 締 ま る思 い で あ り ま す 。　 さ て 、 近 年 、 諸 外 国 に も 例 を 見 な い 急 速 な 高 齢 化 の 進展 に よ り 、 核 家 族 化 や 単 身 世 帯 の 増 加 、 そ し て 地 域 コ ミュ ニ テ ィ の 機 能 が 弱 ま る な ど 、 地 域 社 会 を 取 り 巻 く 状 況が 大 き く 変 化 し 、 そ れ に よ り 福 祉 ニ ー ズ は ま す ま す 多 様化 ・ 複 雑 化 し て お り ま す 。　 社 会 福 祉 協 議 会 で は 、 こ れ ら の 福 祉 課 題 の 解 決 や 地 域福 祉 の 向 上 に 取 り 組 み 、 地 域 の 方 々 と の 協 働 に よ る 福 祉活 動 の 指 針 と な る 「 第 ２ 次 地 域 福 祉 活 動 計 画 」 を 本 年 ３月 に 策 定 し ま し た 。 「 住 み 慣 れ た 地 域 で 最 期 ま で 安 心 して 暮 ら せ る 町 づ く り 」 と い う 基 本 理 念 を 奈 義 町 の 地 域 福祉 計 画 と 共 有 し 密 接 に 連 携 し て 本 計 画 の 推 進 に 取 り 組 むこ と と し て お り ま す 。　 今 後 も 地 域 福 祉 を 推 進 す る 中 核 的 な 民 間 福 祉 団 体 と して 、 地 域 住 民 の 皆 様 方 の お 力 添 え を い た だ き な がら 、 そ の 使 命 を 十 分 に 発 揮 で き ま す よ う に 、 役員 ・ 職 員 一 丸 と な り 、 精 一 杯 の 努 力 を 重 ね て 参 りた い と 存 じ ま す 。　 本 会 の 活 動 推 進 に あ た り 地 域 住 民 の 皆 様 方 の ご 理解 と ご 協 力 、 ご 支 援 を 賜 り ま す よ う 切 に お 願 い 申 し上 げ 、 就 任 の あ い さ つ と い た し ま す 。

３ 月 1 4 日 に 開 催 さ れ た 理 事 会 と ３ 月 2 6 日 に 開 催 さ れ た 評 議 員 会 に お い て 、 令 和 ６ 年 度 奈

義 町 社 会 福 祉 協 議 会 事 業 計 画 及 び 収 支 予 算 が 慎 重 に 審 議 さ れ 、 承 認 さ れ ま し た の で そ の 概 要

を お 知 ら せ し ま す 。

令 和 ６ 年 度  奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 予 算

● 社 会 福 祉 事 業 （ 一 般 会 計 ） （ 単 位 ： 千 円 ）

令 和 ６ 年 度 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 活 動 方 針
　 少 子 高 齢 化 が 進 み 、 人 口 減 少 社 会 が 到 来 し 社 会 、 経 済 が 停 滞 す る 中 、 生 活 困 窮 、 虐 待 、

ひ き こ も り 、 孤 立 、 8 0 5 0  問 題 や ヤ ン グ ケ ア ラ ー な ど 、 地 域 で の つ な が り が 希 薄 化 し 、 住

民 が 抱 え る 地 域 生 活 課 題 が 多 様 化 、 複 雑 化 が 進 ん で い ま す 。

　 こ れ ら 様 々 な 課 題 の 対 応 に 向 け て 、 地 域 住 民 及 び 福 祉 組 織 等 関 係 者 の 協 働 に よ り 目 指 す

姿 を 共 有 し 、 課 題 解 決 に 取 り 組 み 、 誰 も が 支 え 合 い な が ら 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る 「 と

も に 生 き る 豊 か な 地 域 社 会 」 づ く り を 推 進 す る こ と が 、 ま す ま す 重 要 に な っ て い ま す 。 　 　

　 こ う し た 中 、 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 は 、 地 域 福 祉 を 推 進 す る 中 核 的 な 団 体 と し て 、 町 民

主 体 の 基 本 理 念 に 基 づ き 、 地 域 住 民 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 福 祉 委 員 、 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 、 保 健 、

福 祉 、 医 療 、 介 護 、 行 政 な ど の 関 係 機 関 と よ り 一 層 連 携 を 図 り な が ら 、 ｢ 住 み 慣 れ た 地 域 で

最 期 ま で 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 社 会 の 実 現 ｣  を 目 指 し ま す 。

　 本 年 度 は 、 「 奈 義 町 地 域 福 祉 活 動 計 画 」 第 ２ 次 計 画 の 初 年 度 と な り 、 こ れ ま で の 計 画 に 基

づ き 取 り 組 ん で き た ５ 年 間 の 達 成 状 況 を 踏 ま え 、 よ り 地 域 ニ ー ズ や 住 民 の 声 に 対 応 す る 地

域 福 祉 活 動 の 推 進 を 図 り ま す 。

　 ま た 、 本 会 に 求 め ら れ る 社 会 福 祉 事 業 の 中 心 的 役 割 を 果 た す と と も に 、 地 域 に お け る 公

益 的 な 取 り 組 み を 図 り 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 受 託 運 営 、 指 定 訪 問 介 護 事 業 、 指 定 居 宅

介 護 支 援 事 業 に 加 え 、 本 年 度 か ら 更 に 通 所 介 護 事 業 の 経 営 を 行 う な ど 、 更 な る 行 政 と の 連

携 を 行 い 、 包 括 的 な 支 援 体 制 を 強 化 し 、 超 高 齢 社 会 に 即 し た 地 域 づ く り を 推 進 し ま す 。

収 　 　 入 支 　 　 出

項 　 　 目 金 　 　 額 項 　 　 目 金 　 　 額

会 費 収 入 3, 2 5 0 法 人 運 営 事 業 1 5, 6 6 8 

寄 附 金 収 入 1, 3 0 0 一 般 福 祉 事 業 9, 8 8 9 

経 常 経 費 町 補 助 金 収 入 3 4, 1 7 0 高 齢 者 一 般 福 祉 事 業 3, 9 0 0 

町 受 託 金 収 入 2 8, 3 7 2 介 護 予 防 施 設 管 理 運 営 事 業 2 2, 1 0 0 

県 社 協 受 託 金 収 入 4, 9 6 7 地 域 ・ 包 括 支 援 事 業 1 9, 9 2 0 

利 用 料 収 入 3, 1 2 5 認 知 症 総 合 支 援 事 業 6, 4 5 2 

訪 問 介 護 料 収 入 4, 0 0 0 介 護 予 防 サ ー ビ ス 計 画 事 業 1, 3 7 0 

居 宅 介 護 支 援 料 収 入 3, 9 1 0 訪 問 介 護 事 業 7, 0 0 0 

通 所 介 護 料 収 入 1 4, 5 0 0 居 宅 介 護 支 援 事 業 4, 8 7 9 

共 同 募 金 配 分 金 収 入 8 4 0 通 所 介 護 事 業 1 9, 7 5 0 

受 取 利 息 配 当 金 収 入 5 そ の 他 の 活 動 支 出 3 7 4 

雑 収 入 2 0 予 備 費 6 9 8 

前 期 末 支 払 資 金 残 高 1 3, 5 4 1 

収 　 入 　 合 　 計 1 1 2, 0 0 0 支 　 出 　 合 　 計 1 1 2, 0 0 0 



　 町 よ り 指 定 を 受 け 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 よ り ５ 年 間 や ま び こ 荘 の 指 定 管 理 に

よ る 管 理 運 営 を 行 い ま す 。 そ れ に 伴 い 、 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 事 業 の 運 営 、 健

幸 ク ラ ブ を 町 か ら 受 託 し 、 実 施 し て い き ま す 。 ま た 、 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 事

業 所 の 名 称 を 「 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 風 ま く ら 」 か ら 「 や ま び こ 荘 デ イ サ ー ビ

ス セ ン タ ー 」 へ 変 更 し ま す 。

　 今 後 も 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

電 話 番 号 の 変 更 は あ り ま せ ん 。

社 会 福 祉 法 人

　 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会

会

  

　 長

　 　
森

　 藤

　 文

　 典

就 任 あ い さ つ

や ま び こ 荘 　 ☎ 3 6- 4 1 5 5

令 和 ６ 年 度 よ り や ま び こ 荘 の 運 営 を 行 い ま す ！

理 事 ・ 評 議 員 に 異 動 が あ り ま し た の で ご 紹 介 し ま す 。（ 敬 称 略 ）

社 協 役 員 の 異 動 に つ い て社 協 役 員 の 異 動 に つ い て （ 理 事 ・ 監 事 ）

延 原 道 正 様 へ 表 彰 状 の 贈 呈延 原 道 正 様 へ 表 彰 状 の 贈 呈
　 延 原 道 正 様 は 平 成 2 7 年 1 1 月 3 0 日 、 民 間 か ら 初 の 奈 義 町 社 会 福

祉 協 議 会 の 会 長 に 就 任 し 、 令 和 ６ 年 １ 月 3 1 日 ま で の ８ 年 ２ 箇 月 の

長 き に わ た り 、 社 協 会 長 を 務 め ら れ ま し た 。 社 協 会 長 と し て 地 域 福

祉 を 推 進 す る 中 核 的 な 団 体 と し て 公 益 的 な 取 り 組 み を 積 極 的 に 進

め 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 「 と も に 生 き る 豊 か な 地 域 社 会 」 づ く

り に 寄 与 し て い た だ き ま し た 。 長 い 間 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

延 　 原 　 道 　 正 　

● 会 長 ・ 理 事

退 任 森 　 藤 　 文 　 典

● 会 長

新 任

　 こ の た び 、 令 和 ６ 年 １

月

3 1日 に 開 催 さ れ ま し た 、 理 事

会 に お い て 、 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 会 長 に ご 選 任 い た だき 、 改 め て そ の 責 務 の 重 大 さ を 痛 感 し 、 身 の 引 き 締 ま る思 い で あ り ま す 。　 さ て 、 近 年 、 諸 外 国 に も 例 を 見 な い 急 速 な 高 齢 化 の 進展 に よ り 、 核 家 族 化 や 単 身 世 帯 の 増 加 、 そ し て 地 域 コ ミュ ニ テ ィ の 機 能 が 弱 ま る な ど 、 地 域 社 会 を 取 り 巻 く 状 況が 大 き く 変 化 し 、 そ れ に よ り 福 祉 ニ ー ズ は ま す ま す 多 様化 ・ 複 雑 化 し て お り ま す 。　 社 会 福 祉 協 議 会 で は 、 こ れ ら の 福 祉 課 題 の 解 決 や 地 域福 祉 の 向 上 に 取 り 組 み 、 地 域 の 方 々 と の 協 働 に よ る 福 祉活 動 の 指 針 と な る 「 第 ２ 次 地 域 福 祉 活 動 計 画 」 を 本 年 ３月 に 策 定 し ま し た 。 「 住 み 慣 れ た 地 域 で 最 期 ま で 安 心 して 暮 ら せ る 町 づ く り 」 と い う 基 本 理 念 を 奈 義 町 の 地 域 福祉 計 画 と 共 有 し 密 接 に 連 携 し て 本 計 画 の 推 進 に 取 り 組 むこ と と し て お り ま す 。　 今 後 も 地 域 福 祉 を 推 進 す る 中 核 的 な 民 間 福 祉 団 体 と して 、 地 域 住 民 の 皆 様 方 の お 力 添 え を い た だ き な がら 、 そ の 使 命 を 十 分 に 発 揮 で き ま す よ う に 、 役員 ・ 職 員 一 丸 と な り 、 精 一 杯 の 努 力 を 重 ね て 参 りた い と 存 じ ま す 。　 本 会 の 活 動 推 進 に あ た り 地 域 住 民 の 皆 様 方 の ご 理解 と ご 協 力 、 ご 支 援 を 賜 り ま す よ う 切 に お 願 い 申 し上 げ 、 就 任 の あ い さ つ と い た し ま す 。



　 令 和 ５ 年 1 0 月 か ら 行 わ れ ま し た 「 赤 い 羽 根 共 同 募 金 運 動 」 で は 、 皆 様 か ら の ご 支 援 ご 協 力 に よ り 、

多 く の 募 金 が 集 ま り 無 事 終 了 し ま し た 。 昨 年 度 お 寄 せ い た だ い た 募 金 は 、 県 共 同 募 金 会 を 通 じ て 、 今

年 度 に 配 分 さ れ 地 域 福 祉 活 動 へ 役 立 て ら れ ま す 。 大 変 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

● 戸 別 募 金 　 　 ● 法 人 募 金

● 職 域 募 金 　 　 ● そ の 他 募 金 　1, 0 6 6, 8 8 0 円

令 和 ５ 年 度 募 金 実 績 額

● 各 地 区 地 域 福 祉 活 動 へ の 助 成

● 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 活 動 へ の 助 成

● 各 種 団 体 活 動 へ の 助 成 　 ● 社 協 だ よ り の 発 行
9 0 0, 0 0 0 円

令 和 ５ 年 度 奈 義 町 社 協 へ の 配 分 額

赤 い 羽 根 共 同 募 金 運 動 へ ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た ！

奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 会 費 納 入 の お 礼

　 令 和 ５ 年 度 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 会 費

に つ き ま し て は 、 一 般 会 員 ・ 特 別 会 員 ・ 賛

助 会 員 の 皆 様 に 多 く の あ た た か い ご 支 援

を い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。

　 ま た 、 福 祉 委 員 の

皆 様 に は 地 区 内 で の

会 員 の 加 入 促 進 等 、

お 忙 し い 中 大 変 お 世

話 に な り ま し た 。

　 社 協 会 費 は 、 各 地 区 で 行 わ れ て い る 地 域 福 祉 活 動 、 敬 老 会 な ど の 長 寿 万 歳 事 業 、 子 育 て 支 援 事 業 、 老 人

ク ラ ブ な ど の 福 祉 活 動 団 体 へ の 助 成 の た め の 貴 重 な 資 金 と な っ て お り ま す 。

　 今 後 も 、 支 え 合 い の ま ち づ く り 、 豊 か な く ら し の 実 現 の た め 、 引 き 続 き 皆 様 の ご 理 解 ご 協 力 を い た だ

き ま す よ う よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

2, 3 4 7, 0 0 0 円一 般 会 費

9 8 5, 0 0 0 円特 別 会 費

5 9, 0 0 0 円賛 助 会 員

3, 3 9 1, 0 0 0 円合 計

ヘ ル パ ー の 管 理 者 と サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 が 変 更 に な り ま し た 。

訪 問 介 護 通 信

在 宅 介 護 で お 困 り の 方 は お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い

【 問 い 合 わ せ 先 】 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会  指 定 訪 問 介 護 事 業 所 　 ☎ 3 6 ‒ 5 5 5 0

今 後 と も 職 員 一 丸 と な っ て サ ー ビ ス

向 上 に 努 め て ま い り ま す の で

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

野 々 上 　 瑞 　 枝

● 管 理 者 兼 サ ー ビ ス 提 供 責 任 者

前 任 井 　 戸 　 智 　 代

● 管 理 者

後 任

中 　 川 　 香 　 加

● サ ー ビ ス 提 供 責 任 者

後 任

　 社 会 福 祉 協 議 会 で

、

1 2月

1 5

日 、 2 月 7 日 、 2

月

2 8日 の 3

回 、 奈 義 町 地 域 福 祉 活 動 計 画策 定 委 員 会 を 開 催 し ま し た 。　 第 1 次 計 画 の 評 価 に つ い てご 意 見 を い た だ き 、 そ れ を 踏ま え 計 画  （ 案 ）  を 作 成 し 、 そ れに 対 す る 意 見 交 換 や 検 討 を 行い ま し た 。 現 在 の 地 区 で の 課題 や 社 協 事 業 の 更 な る 広 報 ・啓 発 活 動 の 必 要 性 な ど 計 画 の作 成 に 向 け 積 極 的 な 意 見 が 出ま し た 。　 第 1 次 の 改 善 点 や 継 承 点 等を 踏 ま え 、 第 2 次 計 画 を 策 定し ま し た 。 委 員 の 皆 様 、 あ りが と う ご ざ い ま し た 。

奈 義 町 地 域 福 祉 活 動 計 画 策 定 委 員 会

「 住 み 慣 れ た 地 域 で 最 期 ま で 安 心 し て 暮 ら せ る 町 づ く り 」

～ 住 民 参 加 で 、 我 が 事 ・ 丸 ご と ・ 助 け 合 い ～～ 住 民 参 加 で 、 我 が 事 ・ 丸 ご と ・ 助 け 合 い ～

　 人 生 の 最 期 ま で 、 誰 も が 住 み 慣 れ た 地 域 で 、 安 心 し て 暮 ら し 続 け て い く た め に は 、 住 民 同 士 が ふ れ あ い 、

お 互 い に 心 と 心 を 通 わ せ 合 い 、 支 え 合 っ て い く こ と の で き る 豊 か な 人 間 関 係 を 地 域 社 会 の 中 で 築 い て い く

こ と が 大 切 で す 。 そ の よ う な 地 域 社 会 の 実 現 を 目 指 し て 、 地 域 福 祉 活 動 の 基 盤 整 備 に 取 り 組 ん で い き ま す 。

　 本 計 画 は 第 １ 次 の 計 画 を 踏 襲 し な が ら 基 本 理 念 で あ る 「 住 み 慣 れ た 地 域 で 最 期 ま で 安 心 し て 暮 ら せ る 町 づ
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補 完 し あ い な が ら 、 地 域 住 民 の 皆 様 や 各 関 係 機 関 ・ 団 体 と の 連 携 ・ 協 働 に よ り 、 地 域 生 活 課 題 の 解 決 に 取

り 組 み 、 誰 も が 支 え あ い な が ら 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る 地 域 社 会 づ く り を 推 進 し て い き ま す 。

地 域 で 安 心 し て 暮 ら す た め の 基 盤 づ く り
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そ の た め に も 、 社 会 福 祉 協 議 会 の 活 動 強 化 を 図 り ま す 。

基 本 目 標 Ⅲ
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の 助 け 合 い や 支 え 合 い 活 動 が 不 可 欠 と な り ま す 。 そ こ で 、 地 域 に お い て の
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　 1 1 月 2 5 日 に 奈 義 町 災 害 ボ

ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座 を 開 催

し ま し た 。 最 初 に 奈 義 町 の

災 害 発 生 時 の 対 応 等 に つ い

て 役 場 消 防 主 任 兼 防 災 担 当 

延 安 諒 氏 よ り 町 の 災 害 の 対

応 状 況 に つ い て 、 過 去 の 災

害 時 の 町 と し て の 対 応 や 、

現 在 の 災 害 時 の 体 制 等 説 明

し て い た だ き ま し た 。 そ の 後 、 昨 年 に 引

き 続 き 日 野 ボ ラ ン テ ィ ア ・ ネ ッ ト ワ ー ク

代 表 山 下 弘 彦 氏 に 奈 義 町 で 災 害 が 起 こ っ

た ら ど う す る ？ を テ ー マ に 講 演 し て い た

だ き ま し た 。 助 け 合 い ・ ボ ラ ン テ ィ ア の

立 場 で 大 雪 が 降 っ た 際 の 各 地 区 で の 対 応

を 話 し 合 い 、 各 地 区 と も 、 声 か け の 重 要

性 や 、 普 段 か ら の 取 り 組 み の 大 切 さ に つ

い て 再 認 識 し た 時 間 と な り ま し た 。

主 任 介 護 支 援 専 門 員 の ミ ニ 講 座

A. 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 は 、 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の ひ と つ で す 。

　 同 一 の 介 護 事 業 者 が 「 通 所 （ デ イ サ ー ビ ス ） 」 を 中 心 に 、「 訪 問 （ ホ ー ム ヘ ル プ ） 」 や 「 泊 ま り

（ シ ョ ー ト ス テ イ ） 」 を 一 体 的 に 提 供 し ま す 。

　 通 所 、 訪 問 、 泊 ま り の 全 て の サ ー ビ ス を 同 一 事 業 所 で 受 け ら れ る た め 、 違 う サ ー ビ ス

で あ っ て も 、 顔 な じ み の ス タ ッ フ が 行 う た め 、 環 境 の 変 化 が 苦 手 な 方 で も 利 用 し や す い

こ と が メ リ ッ ト と し て あ り ま す 。

　 デ メ リ ッ ト と し て は 、 そ れ ま で 利 用 で き た 介 護 保 険 サ ー ビ ス 「 居 宅 介 護 支 援 」「 訪 問 介 護 」

「 訪 問 入 浴 介 護 」「 デ イ ケ ア 」「 デ イ サ ー ビ ス 」「 シ ョ ー ト ス テ イ 」 を 併 用 で き な く な り ま す 。

（ ケ ア マ ネ は 小 規 模 多 機 能 の 専 属 の ケ ア マ ネ へ 変 更 ）

居 宅 介 護 支 援 事 業 所 通 信

Q. 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 っ て ？

在 宅 介 護 で お 困 り の 方 は お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い

【 問 い 合 わ せ 先 】 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会  指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 　 ☎ 3 6 ‒ 5 5 5 0

令 和 ５ 年 度 奈 義 町 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座

奈  義  町  で  災  害  が  起  こ っ  た  ら  ど  う す る ？

～ 助 け 合 い ・ ボ ラ ン テ ィ ア の 立 場 で 考 え る ～

 ※ こ の 事 業 は 皆 さ ま か ら 寄 せ ら れ た赤 い 羽 根 共 同 募 金 が  使 わ れ て い ま す  。

ち ょ い ワ ル G G 道 場 で

馬 桑 に あ っ た 鉱 山 の 歴 史 調 査 を し ま し た

ち ょ い ワ ル G G 道 場 で

馬 桑 に あ っ た 鉱 山 の 歴 史 調 査 を し ま し た

　 ち ょ い ワ ル じ い さ ん た ち は 、 歴

史 が 大 好 き で す 。 今 回 、 主 に 戦 時

中 を 中 心 に 馬 桑 に あ っ た 鉱 山 に

つ い て 情 報 収 集 し ま し た 。 家 族 で

社 宅 に 住 ん で 子 ど も た ち も 2 0 人

前 後 い て 、 鉱 山 事 務 所 の 食 堂 の ２

階 に 分 校 が あ り ま し た 。 関 本 の 宇

野 勝 先 生 の 発 案 で 開 設 さ れ た そ

う で す 。 令 和 ６ 年 度 中 に は 報 告 会

を 開 催 す る 予 定 で す 。 興 味 の あ る

方 は お い で く だ さ い 。

地 域 サ ロ ン 運 営 者 研 修 会 を 開 催 し ま し た地 域 サ ロ ン 運 営 者 研 修 会 を 開 催 し ま し た
　 ２ 月 2 6 日 町 内 1 6 地 区 で 開 催 さ れ て い る 地 域 サ ロ ン の 運 営 者 を 対 象 に し た 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。 音

楽 療 法 セ ラ ピ ス ト の 内 田 京 子 さ ん （ 津 山 市 ） の 指 導 で 「 ブ ギ ウ ギ ！ 音 楽 で 楽 し く 認 知 症 予 防 」 と 題 し て 、 懐

か し い 童 謡 や 唱 歌 を 歌 い な が ら

の 脳 ト レ を 行 い ま し た 。 笑 っ て 歌

っ て 心 地 よ い 時 間 と な り ま し た 。

各 サ ロ ン の 内 容 の 報 告 を 行 い 情

報 交 換 も し ま し た 。 こ れ か ら も 、

工 夫 を 凝 ら し た 楽 し い 地 域 サ ロ

ン を 開 催 し て い き ま す 。 皆 さ ん 、

参 加 し て く だ さ い 。

1 2 月 ～ ２ 月

お  気  軽  に ご  相  談 く だ さ い

【 問 い 合 わ せ 先 】 奈 義 町 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 　 ☎ 3 6 ‒ 4 1 1 9

奈 義 町 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー っ て ど ん な と こ ろ か ご 存 じ で す か 。

こ ん な こ と を

　 　 行 っ て い ま す 。

高 齢 者 の 暮 ら し に 関 す る 相 談 や 問 題 に 対 応 す る 総 合 相 談 の 窓 口 で す 。 ご 本 人 を は じ め 、 ご 家 族 の 方 、

地 域 の 方 か ら の 相 談 に 対 応 し て い ま す 。 

総 合 相 談 支 援

● 介 護 保 険 の 申 請 を し た い

● 認 知 症 の 予 防 や 介 護 方 法 が わ か ら な い

● 近 所 の 一 人 暮 ら し の 方 が 心 配 　 　 　 な ど

要 支 援 １ ・ ２ 認 定 者 の 支 援

介 護 予 防 事 業 の 推 進

● 足 腰 が 弱 り 、 身 体 機 能 に 不 安 が あ る け ど い つ ま で も 元 気 で い た い

　 　 ▶ い き い き 百 歳 体 操 　 ▶ 健 幸 ク ラ ブ 　 ▶ か め か め 運 動 教 室 　 ▶ 腰 痛 膝 痛 予 防 改 善 教 室

　 　 ▶ ノ ル デ ィ ッ ク ウ ォ ー キ ン グ 　 　 ▶ 認 知 症 カ フ ェ 　           　 　 な ど 介 護 予 防 の お 手 伝 い を し ま す 。

地  域 に お け る 支  援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

● 皆 さ ん を 支 え る 医 療 機 関 や 介 護 施 設 、

　 ケ ア マ ネ ジ ャ ー な ど と 連 携 を 図 り 、

　 仕 事 を 支 援 し ま す 。

権 利 擁 護

● 悪 質 な 訪 問 販 売 に あ っ た

● 高 齢 や 認 知 症 な ど で 自 分 の 財 産 、 お 金 を 　

　 管 理 す る こ と に 自 信 が な く な っ た

● 近 所 に 虐 待 ？ に あ っ て い る 人 が い る 　 な ど
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令 和 ６ 年 度 心 配 ご と 相 談 開 催 日 の お 知 ら せ

● 時 　 間 　 午 前 1 0 時 ～ 午 後 ３ 時 ま で

● 場 　 所 　 奈 義 町 文 化 セ ン タ ー

令 和 ７ 年 １ 月 1 7 日 ㈮ 　 2 月 2 0 日 ㈭ 　 3 月 1 9 日 ㈬

令 和 ６ 年
４ 月 1 9 日 ㈮ 　 5 月 1 7 日 ㈮ 　 6 月 2 0 日 ㈭ 　 7 月 1 9 日 ㈮ 　 8 月 2 0 日 ㈫

９ 月 2 0 日 ㈮ 　 1 0 月 1 8 日 ㈮ 　 1 1 月 2 0 日 ㈬ 　 1 2 月 2 0 日 ㈮

　 柿 　 　 ・ 　 柴 　 田 　 和 　 子 （ 亡 兄 　 下 山 　 豊 ）

上 町 川 　 ・ 　 浅 　 野 　 隆 　 行 （ 亡 母 　 慶 江 ）

広 　 岡 　 ・ 　 定 　 森 　 保 　 博 （ 亡 母 　 昭 子 ）

広 　 岡 　 ・ 　 福 　 永 　 　 勤 　 （ 亡 父 　 孝 雄 ）

上 町 川 　 ・ 　 浅 　 野 　 和 　 也 （ 亡 父 　 昭 郎 ）

滝 　 本 　 ・ 　 金 　 田 　 知 　 巳 （ 亡 父 　 晃 幸 ）

津 山 市 　 ・ 　 山 　 野 　 昭 　 子 （ 亡 母 　 小 童 幸 子 ）

荒 内 西 　 ・ 　 板 　 倉 　 幸 　 榮 （ 亡 夫 　 克 巳 ）

広 　 岡 　 ・ 　 寺 　 坂 　 幸 　 三 （ 亡 父 　 昌 雄 ）

豊 　 沢 　 ・ 　 延 　 安 　 照 　 夫 （ 亡 義 母 　 島 野 み つ 子 ）

中 島 東 　 ・ 　 小 童 谷 　 祥 　 夫 （ 亡 父 　 智 生 ）

宮 　 内 　 ・ 　 吉 　 元 　 英 　 雄 （ 亡 母 　 春 子 ）

成 　 松 　 ・ 　 松 　 原 　 敦 　 子 （ 亡 夫 　 敏 秀 ）

中 島 東 　 ・ 　 鷹 　 取 　 　 栄 　 （ 亡 母 　 英 子 ）

中 島 西 　 ・ 　 岡 　 部 　 龍 　 二 （ 亡 祖 母 　 は る ゑ ）

香 典 返 し と し て

小 　 坂 　 ・ 　 小 　 坂 　 靜 　 雄

社 会 福 祉 の た め に

　 柿 　 　 ・ 　 柴 　 田 　 　 守

社 会 福 祉 事 業 （ 善 意 の 基 金 と し て ）

令 和 ５ 年 1 1 月 1 1 日 ～ 令 和 ６ 年 ３ 月 1 0 日金 一 封 （ 敬 称 は 省 略 さ せ て い た だ き ま し た ）

ご 寄 付 あ り が と う ご ざ い ま し たご 寄 付 あ り が と う ご ざ い ま し た社 会 福 祉 協 議 会 へ社 会 福 祉 協 議 会 へ

　  あ  わ  せ  て  行  政  ・ 人  権  ・  教  育  相  談  が  開  催  さ

れ  、 人  権  権  利  擁  護  委  員 ・ 民  生  児  童  委  員 ・ 行  政

相 談 委 員 の 皆 様 が ご 相 談 を お 受 け し ま す 。

日 本 国 内 で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 中 の ケ ガ や 賠 償 責 任 を 補 償 ! !

社 会 福 祉 法 人 全 国 社 会 福 祉 協 議 会団 体 契 約 者

ボ ラ ン テ ィ ア 行 事 用 保 険 福 祉 サ ー ビ ス 総 合 補 償送 迎 サ ー ビ ス 補 償

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 保 険

取 扱 代 理 店 株 式 会 社 福 祉 保 険 サ ー ビ ス

（ 傷 害 保 険 、 国 内 旅 行 傷 害 保 険 特 約 付 傷 害 保 険 、 賠 償 責 任 保 険 ） （ 傷 害 保 険 ） （ 傷 害 保 険 、 賠 償 責 任 保 険 、 約 定 履 行 費 用 保 険 （ オ プ シ ョ ン ） ）

損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社  医 療 ・ 福 祉 開 発 部 第 二 課
Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ３ （ ３ ３ ４ ９ ） ５ １ ３ ７
受 付 時 間 ： 平 日 の 9: 0 0 ～ 1 7: 0 0（ 土 日 ・ 祝 日 、 年 末 年 始 を 除 き ま す 。 ）

〈 引 受 幹 事
保 険 会 社 〉

（ ふ く し の 保 険 ホ ー ム ペ ー ジ ）

商 品 パ  ン  フ  レ  ッ ト  は
コ チ ラ か ら

令 和 ６ 年 度

保 険 金 額 ・ 年 間 保 険 料 （ １ 名 あ た り ）保 険 金 額 ・ 年 間 保 険 料 （ １ 名 あ た り ）

ケ ガ の 補 償

年 間 保 険 料

賠 償 責 任の 補 償

死 亡 保 険 金

基 本 プ ラ ン 天 災 ・ 地 震 補 償 プ ラ ン

1, 0 4 0 万 円

1, 0 4 0 万 円 （ 限 度 額 ）

6, 5 0 0 円

6 5, 0 0 0 円

3 2, 5 0 0 円

5 億 円 （ 限 度 額 ）

後 遺 障 害 保 険 金

入 院 保 険 金 日 額

4, 0 0 0 円

補 償 開 始 日 か ら 補 償 （ ＊ ）

3 5 0 円 5 0 0 円

通 院 保 険 金 日 額

特 定 感 染 症

地  震 ・ 噴  火 ・ 津  波 に よ る 死  傷

賠 償 責 任 保 険 金
（  対  人 ・ 対  物  共  通  ）

入 院 中 の 手 術

外 来 の 手 術

手 術

保 険 金

保 険 金 の 種 類
プ ラ ン

〒 1 0 0 ‒ 0 0 1 3  東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 ３ 丁 目 ３ 番 ２ 号 新 霞 が 関 ビ ル １ ７ Ｆ

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ３ （  ３ ５ ８ １  ） ４ ６ ６ ７  　
受 付 時 間 ： 平 日 の  9: 3 0 ～ 1 7: 3 0 （ 土 日 ・ 祝 日 、 年 末 年 始 を 除 き ま す 。 ）

● こ の ご 案 内 は 概 要 を 説 明 し た も の で す 。 詳 細 は 、 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 保 険 パ ン フ レ ッ ト 」 に て ご 確 認 く だ さ い 。 ●

こ の 保 険 は 、 全 国 社 会 福 祉 協 議 会 が 損 害 保 険 会 社 と 一 括 し て 締 結 す る 団 体 契 約 で す 。

〈 S J 2 3 - 1 1 3 1 5  よ り 抜 粋 〉

＜ 重 要 ＞

＊ 特 定 感 染  症 に つ い て も 1 0  日 間 の 免 責 期 間 が な く な り 、 補  償 開 始 日 か ら 補  償 対  象 と な り ま す 。
　 な お 、 令 和 5  年 5  月 8  日 以 降 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 は 補 償 対 象 外 と な り ま し た 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 症 法 上 の 分 類 が  5  類 感 染 症 に 変 更 さ れ た こ と に 伴 い 、「 特 定 感 染 症 重 点 プ ラ ン 」 を 廃 止 し て 2  つ の プ ラ ン と し ま す 。

団 体 割 引  2 0 ％ 適 用 済 ／ 過 去 の 損 害 率 に よ る 割 増 適 用


